
平成２７年太宰府市議会第２回(６月)定例会 

総務文教常任委員会会議録 

平成２７年６月１０日(水) 

福岡県太宰府市議会 



１ 議 事 日 程

〔平成 27年太宰府市議会第２回定例会 総務文教常任委員会〕

平成27年６月 10日

 午 前 10 時 00 分 

於 全員協議会室

日程第１ 議案第 47 号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について

日程第２ 議案第 48 号 太宰府市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

日程第３ 議案第 49 号 太宰府市税条例等の一部を改正する条例について

日程第４ 議案第 50 号 太宰府市長の給与に特例に関する条例の制定について

日程第５ 議案第 52 号 平成２７年度太宰府市一般会計補正予算（第２号）について

２ 出席委員は次のとおりである（６名）

   委 員 長  門 田 直 樹 議員      副委員長  長 谷 川 公 成 議員

   委  員  神 武   綾 議員      委  員  徳 永 洋 介 議員

 〃    有 吉 重 幸 議員       〃 森 田 正 嗣 議員

３ 欠席委員は次のとおりである（０名）

    な   し

４ 太宰府市議会委員会条例第18条により説明のため出席した者の職氏名（20名） 

総 務 部 長 濱 本 泰 裕 教 育 部 長 堀 田   徹 

市民福祉部長 中 島 俊 二
総 務 部 理 事

兼公共施設整備課長
原 口 信 行

議会事務局長 今 泉 憲 治

総 務 課 長 石 田 宏 二 経営企画課長 山 浦 剛 志

文書情報課長 百 田 繁 俊 防災安全課長 齋 藤 実貴男

管 財 課 長 寺 崎 嘉 典 税 務 課 長 吉 開 恭 一

納 税 課 長 伊 藤   剛 社会教育課長 井 上   均

中央公民館長

兼市民図書館長
木 村 幸 代 志 文化財課長 菊 武 良 一

学校教育課長 森 木 清 二 監査委員事務局長 渡 辺 美 知 子

会 計 課 長 緒 方 扶 美 議 事 課 長 花 田 善 祐



５ 職務のため委員会に出席した事務局職員の職氏名（１名）

書    記  山 浦 百 合 子



開 会 午前10時 00分 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○委員長（門田直樹委員） 皆さん、おはようございます。 

定足数に達しておりますので、これより総務文教常任委員会を開会いたします。 

日程につきましては、お手元に配付しているとおりです。 

なお、配布している資料のうち、カラー刷りの資料につきましては、後ほど補正予算での文化

財課の説明のときに使用いたします。 

それでは、ただちに議案の審査に入ります。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第１  議案第４７号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について

○委員長（門田直樹委員） 日程第１、議案第47号「太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改

正する条例について」を議題とします。 

執行部の補足説明を求めます。 

   文化財課長。 

○文化財課長（菊武良一） おはようございます。議案第 47 号 太宰府市附属機関設置に関する条例

の一部を改正する条例につきまして、ご説明申しあげます。 

議案書につきましては18、19ページ、条例改正新旧対照表につきましては1ページをお願いい

たします。 

今回、西鉄二日市操車場跡地、いわゆる推定客館跡につきましては、昨年10月６日に特別史跡

大宰府跡として追加指定をされました。その過程におきまして、地権者及び国から速やかな買上

げと史跡整備が求められておるところでございます。当該地の整備活用構想を策定し、整備計画

につなげるため、大宰府跡推定客館地区整備検討委員会を新たに設置するものでございます。 

  これに伴いまして、条例の一部を改正する必要が生じましたので、ご提案するものでございま

す。 

なお、委嘱いたします委員につきましては、古代官衙について識見を有する方、史跡整備活用

に関して識見を有する方そのほか、教育委員会が必要と認める方のうち、５人の委員をもって組

織をいたしまして、委員の任期につきましては２年を予定させていただいております。 

説明は以上でございます。 

よろしくご審議、賜りますようお願い申しあげます。 

○委員長（門田直樹委員） 補足説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。

神武委員。

○委員（神武綾委員） 委員会の中ではこの客館跡のみの検討をされるのか、周辺の道路とかの関係



まで話されるのか、そこら辺のところお願いします。 

○委員長（門田直樹委員） 文化財課長。

○文化財課長（菊武良一） 主には、この客館跡地区内に限り、整備の検討を行いますが、当然あそ

こが住宅区域になっておりますので、その辺と史跡の関連、どういう史跡整備が望ましいかとい

うのは当然周辺にも影響を及ぼしますのでその辺まで検討したところでの構想策定なのかなと思

っております。 

以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） 神武委員。

○委員（神武綾委員） その委員会の中で近隣の住民の方と意見を聞くとかそういうことはありえま

すでしょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 文化財課長。

○文化財課長（菊武良一） 今回ご提案させていただいています委員会につきましては基本専門の委

員さんによる委員の構成を考えております。今委員からお尋ねの件につきましてはワーキンググ

ループみたいなものを設けまして地域住民の方であるとかまた地権者、及び史跡の解説員をされ

ておられるようなボランティアの方々もおられますのでそうした方々のご意見を聞きながらこ

の委員会とのキャッチボールをしながら策定をしていきたいというふうに考えております。 

以上でございます。

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。 

他に。長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成副委員長） この５名の委員さん、２年というふうにお聞きしたんですが、この

方たちの予算は、補正予算書の19ページ、283大宰府跡等整備事業費のこの予算で間違いないで

しょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 文化財課長。

○文化財課長（菊武良一） 費用弁償、報酬等についてはこの予算で対応させていただきますが、一

部専門の先生方については、遠方の先生も予定させていただいておりますので既存の特別旅費の

ところから捻出する予定にさせていただいております。 

以上でございます。

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。他にございませんか。

では、すみません、私から。先日質疑で上議員からもいくつか聞いたのですけど、その時のお

答えは概要で言うと、とにかく今から色々考えていくと。緩やかな段階だと聞こえたのですが、

客館跡について２、３点。新聞の記事が頭にあるのですが、まず、客館というものに確定という

のか、推定客館跡というでしょう、いわゆる客館なのかが、一つ。確か2014年に３億円ぐらいだ

ったかな、全部確か３年計画で買い上げていくということで、この該当が最初11,000㎡といった



のが、その後16,000㎡とか、その面積と金額、それと特別跡全体のそうすると面積はいくらぐら

いになるのか、今お手元でわかる範囲でいいからお願いします。

○文化財課長（菊武良一） はい、お答えいたします。まず、客館跡推定という文字が消えないのか、

確定していないのかというご質問なのですけれども榎社周辺に政庁跡から朱雀大路というのが

走っておりましてその東側に今回発掘調査で見つかった多分客館であろうと言われるような建

物が出てきました。確定を見るためには、その西側、今で言いますと芝原区とか通古賀区にその

朱雀大路を挟んだ反対側に同じ遺構が出れば客館ということで確定をするのではないかという

ふうに思いますが現在のところは他の平城京あたりで言う客館ではないかということで推定と

いうことを付けさせていただいておるところです。

続きまして、買い上げの関係なのですけれども西鉄との関係で３年間に渡って昨年度末から公

有化を進めさせていただいております。面積につきましては11,500平方メートルが史跡の買い上

げ対象になるのですが今委員長が言われました 16,000 平方メートルの面積というのは中に県道

とか市道がございましてそこまで史跡指定の網をかけておりますので史跡指定面積としては

16,000平方メートルほどございますということで説明をさせていただいております。

最後に特別史跡大宰府跡の面積については、今すみません手元に資料がございませんのでの後

ほど回答をさせていただきたいと存じます。

○委員長（門田直樹委員） はい、わかりました。

では、次に進みます。

これで質疑は終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） これで討論を終わります。

採決を行います。

議案第 47号について原案のとおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（全員挙手）

○委員長（門田直樹委員） 全員挙手です。

よって議案第 47号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

        〈原案可決   賛成５名  反対０名  午前10時 08分〉

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第２  議案第４８号「太宰府市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について」

○委員長（門田直樹委員） 日程第２議案第 48 号太宰府市職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例についてを議題とします。

執行部の補足説明を求めます。



○総務課長（石田宏二） 議案第 48 号太宰府市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に

ついてご説明いたします。 

議案書 20ページから 22ページ、条例改正新旧対照表に至りましては、２ページから３ページ

をご参照いただきたいと思います。 

今回の改正は、住居手当のうち自己所有の家屋に対しても手当、いわゆる持ち家手当を支給と

しておりましたけれども、国や県をはじめ筑紫地区自治体において持ち家手当を改める動きがご

ざいまして太宰府市におきましても平成 27 年７月１日から段階的に削減を行うこととしたもの

でございます。 

新旧対照表の２ページ、３ページをご覧いただきたいと思いますが、３ページの左側、現行の

第24条第２項第２号、３ページの一番上の方、左側前項第２号に掲げる職員4,900 円と書いてお

りますけれども、これは持ち家に居住している職員のことでございますけれども、現行では月額

4,900円の住宅手当を支給いたしております。 

この 4,900円を３か年で段階的に削減するということでございまして、今度は議案書の22ペー

ジの方をご覧いただきたいと存じますが、附則の中の経過措置の第３項第１号で、施行日から平

成 28 年３月 31 日までが、3,500 円となっております、施行日を本年７月１日を予定しておりま

すけれども、本年７月１日から平成28年３月31日までを3,500円、第２号で平成28年４月１日

から平成29年３月 31日までを、1,500円、それ以降は支給しないという改正内容でございます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申しあげます。 

○委員長（門田直樹委員） 補足説明は終わりました。

これから質疑を行います。 質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員）これで討論を終わります。

採決を行います。議案第48号について原案のとおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（全員挙手）

○委員長（門田直樹委員） 全員挙手です。

よって議案第48号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。

〈原案可決   賛成５名  反対０名  午前10時 20分〉

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第３  議案第４９号「太宰府市税条例等の一部を改正する条例について」



○委員長（門田直樹委員） 日程第３議案第 49 号太宰府市税条例等の一部を改正する条例について

を議題とします。

執行部の補足説明を求めます。

税務課長。

○税務課長（吉開恭一） 議案第49号、太宰府市税条例等の一部を改正する条例について、ご説明申

し上げます。 

    議案書は23ページから32ページまで、条例改正新旧対照表は４ページから７ページまででご

ざいます。  

本案は、平成 27 年度税制改正により地方税法等の一部が改正されましたことに伴い太宰府市

税条例等の一部を改正するものでございます。 

今回の法改正のうち、本年４月１日付で専決処分を行いましたものにつきましては、５月 13

日の臨時議会において既にご報告させていただいておりますので、本案につきましては残りの部

分を提案するものでございます。 

   議案書の24ページの方をお願いいたします。 

今回の改正は、第１条で現在施行済みの市税条例を改正し、第２条で過去の改正における未施

行部分を改正するものでございます。また、附則の部分で、施行期日及び経過措置についてその

取り扱いを定めております。 

まず、第１条及び第２条の改正内容につきまして、新旧対照表のほうで説明をさせていただき

ます。 

    新旧対照表の４ページのほうをお願いいたします。   

第１条中の第33条第２項の改正でございますが、市県民税の課税は原則として所得税の課税

に倣って課税標準を計算いたしますが、所得税における国外転出時課税が創設されましたことに

伴い、個人住民税所得割の課税標準の計算においては、この規定による所得税法の計算方法を適

用しないとするものでございます。 

４ページの中段の第36条の３の３第４項の改正、及び次の５ページの附則第４条の改正は、

それぞれ所得税法及び法人税法の改正に伴い、引用規定に項ずれが生じましたので整理するもの

でございます。 

５ページ後段の附則第12条の２の改正は、用途が変更された宅地等に対して課する固定資産

税の課税標準額について、近傍の宅地等との均衡を図るための規定を３年間延長するものでござ

います。 

次に６ページをお願いいたします。 

附則第 16条の２の改正は、紙巻きたばこの三級品に対する課税について、これまで軽減税率

が適用されていましたが、特例措置が廃止されましたことに伴い、条文を削除するものでござい



ます。 

次に、第２条中の第23条第２項の改正は、地方税法の改正により、外国法人に関する恒久的

施設の定義が定められましたため引用規定を変更するものでございます。また、同条第３項は条

文の書き振りを整理するものでございます。 

 次に、議案書に戻っていただきまして、24ページの下段の附則の部分をお願いいたします。 

 附則第１条は、改正内容についての施行期日を定めたものでございます。 

本条例は、公布の日から施行するといたしておりますが、附則第１条第１項第１号及び第２号

並びに同条第２項に掲げる規定につきましては各項、各号に定める日から施行をいたします。 

次の 25ページをお願いいたします。 

附則第２条は、市民税に関する経過措置でございます。 

第１項で個人市民税の改正規定は平成 27年度分までは改正前と同様に取り扱うこととし、第

２項で法人市民税の改正規定は平成28年３月31日までに開始した事業年度については改正前と

同様に取り扱うこととするものでございます。 

附則第３条は、市たばこ税に関する経過措置でございます。 

今回の改正で紙巻きたばこ三級品の軽減税率が廃止されますが、平成28年度から平成31年度

まで４年間で段階的に税率を引き上げる措置がとられます。 

第２項は、平成28年度から30年度までの1,000本当たりの税率でございます。 

現在、1,000 本あたりの税率は 2,495 円でございますが、最終的に平成 31 年度には 5,262 円

になります。その間の各年度の税率を定めたものでございます。 

第３項でございますが、市税条例第 98条第１項から第４項までに定めます、たばこ税の申告

納付等の手続きに関する読み替え規定でございます。 

26 ページの表をお願いいたします。左側の欄に掲げる手続きにつきまして、真ん中の欄の様

式を使用するものとしておりますが、この様式につきましては右側の欄に記載する改正前の施行

規則に定める様式と読み替えるものでございます。 

第４項は、平成28年度の手持品課税に関する規定でございます。 

たばこの販売事業者が、税率が上がる前に仕入れたたばこのうち、平成28年４月１日時点で

在庫として残っている分には、平成28年度の引き上げ分に相当する1,000本当たり430円分のた

ばこ税が追加課税されます。このことを手持ち品課税といい、追加して申告納付をいたします。 

27ページの第５項から28ページの第８項までは、手持品課税の申告手続きに関する納入金や

延滞金、修正申告などについて、取扱いを定めるものでございます。 

同様に、第９項及び 29 ページの第 10 項は平成 29 年度の手持品課税について、第 11 項及び

30 ページの第 12 項は平成 30 年度の手持品課税について、並びに 31 ページの第 13 項及び第 14

項は平成31年度の手持品課税について、税率及び申告手続き等について定めるものでございます。 



以上で説明を終わります。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○委員長（門田直樹委員） 補足説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

神武委員。

○委員（神武綾委員） たばこ税のところなのですけれども、26年度の予算額が３億5,000 万円あっ

たんですけれども、27年度の予算は1,500万円マイナスになっているんですよね。今回これが改

正されることによって、たばこ税というのは増額になる、平成 28 年度からですかね、というよ

うな考え方になるんでしょうかね。 

○委員長（門田直樹委員） 税務課長。

○税務課長（吉開恭一） 今３級品ということで軽減がされている税率については毎年上がっていき

ます。その分についての増収分はございますけれどもたばこ税全体といたしましては毎年３％か

ら４％ずつ喫煙本数というのが減ってきております。喫煙人口等が減ってきているせいだと思わ

れますけれども、そういうことでトータルでは減っていくというようなそういう方向にあるとい

うことでございます。今後についてはまた実際にこの引き上げ分がどのような影響するかという

ことはまだはっきりとしたところではございませんのでその辺は、毎年度毎年度の予算の中でき

ちんと見積もりをしていきたいと思っております。

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。

長谷川副委員長。

○副委員長（長谷川公成委員） すみません、タバコを吸わないのでよくわからないのですがタバコ

で３級品とか２級品とか１級品。３級品は一般に売られているタバコのことを指すんですか。わ

からないので教えてください。 

○委員長（門田直樹委員） 税務課長。

○税務課長（吉開恭一） 具体的銘柄を言いますとエコーですとか、わかばですとか、しんせいとか、

ゴールデンバットとかそういった銘柄になりますけれども、２級品というのはないんですけれど

も、３級品というのは例えば葉たばこの質の部分だとか、そういった部分が少し落ちるようなも

のを使っている銘柄で税率が安く据え置かれているものでございます。

以上でございます。

○委員長（門田直樹委員） 他にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）



○委員長（門田直樹委員）これで討論を終わります。

採決を行います。議案第49号について原案のとおり可決することに賛成の方は挙手願います。

（全員挙手）

○委員長（門田直樹委員） 全員挙手です。 

よって議案第49号については原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

〈原案可決   賛成５名  反対０名  午前10時 20分〉 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第４  議案第５０号「太宰府市長の給与の特例に関する条例の制定について」

○委員長（門田直樹委員） 日程第４議案第50号「太宰府長の給与の特例に関する条例の制定につい

て」を議題とします。 

執行部の補足説明を求めます。 

総務課長。 

〇総務課長（石田宏二） 議案第 50 号太宰府市長の給与の特例に関する条例の制定についてご説明

いたします。 

議案書は33ページ、34ページでございます。 

この条例制定につきましては、市長の公約に基づきまして、市長の給料月額の減額を行うもの

でございます。 

内容につきましては、平成 27 年７月１日から平成 31 年４月 29 日までの市長の給料月額を現

行の91万 9,000円から70万円へと減額するものでございます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申しあげます。 

○委員長（門田直樹委員） 補足説明は終わりました。

これから質疑を行います。 質疑はありませんか。 

神武委員。

○委員（神武綾委員） 20万円近く減額されるということで公約に基づくことということで市長がお

っしゃられているようですが、その他の理由というのは何かあるのでしょうか、と言うのが１点。 

１点ずついいですか。

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。

○総務部長（濱本泰裕） 今回の給料の減額につきましては選挙の中で行財政改革を本気で先頭に立っ

てやり抜きますというような訴えをしてありましてその中で市長給料の減額、また退職金の減額というのを

ちらしとかそういった中にも記載をされておられます。その公約に基づきまして今回の給料減額をされる

というふうに伺っております。 

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） 神武委員。



○委員（神武綾委員） 市長本人ではないので答えられるかわからないですが、この 70 万円という根拠は

何かおっしゃってましたか。 

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。 

○総務部長（濱本泰裕） 70万円の根拠までは伺っておりません。 

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） 神武委員。

○委員（神武綾委員） すみません、申し訳ないですね。 

市長に聞くべきところかもしれませんけれども。あと、前井上市長も減額されていた時があったんです

けれども、その時はその減額分を保育園に通ってある世帯に対して第３子の保育料を無料にするという

対策を取られたというふうに聞いているんですけれども今回その減額された分について何かこういう事業

に使っていきたいというような話はあっていますでしょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。 

○総務部長（濱本泰裕） 今回芦刈市長につきましては、最優先課題として市民福祉というのをずっと掲げ

てこられています。その中に充てていきたいという風には伺っておりますけれどもまだ内容につきまして

はこれから充分に検討されていくものと思っております。 

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。他にございませんか。 

○委員長（門田直樹委員） 森田委員。

○委員（森田正嗣委員） 20 万円ほどの減額につきまして、行財政改革の一環として姿勢を示すというお

話なのですけれども、これは市長にお伺いしなければいけないのでしょうが、そうしますと市全体に対す

る支給の部分について財政改革する余地があるというふうに私なんか受け取るんですけれどもそういっ

た趣旨なんでしょうか。

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。

○総務部長（濱本泰裕） 全体についての財政改革、これにつきましては先ほども言いましたように公約の

中で行財政改革を本気でやり抜くというようなことを掲げてあります。これにつきましても具体的な取り組

み、そういったものにつきましてはこれから検討されていくものだというふうに思っておりますし、我々もそ

のなかで取り組んでいく必要があるというふうには思っております。ただ今回の給料減額分、月額 20 万

円という減額になるわけですけれどもそれがその全体としてどれくらいの影響を及ぼすのかというのは今

の段階では何とも言えない状況です。 

○委員長（門田直樹委員） 森田委員。

○委員（森田正嗣委員） 私が懸念しておりますのはデータを持ち合わせませんので言えませんけれども、

たとえば市民1万人あたりに対して市長がどの程度の給与をいただいているのかという比較をされたうえ

で太宰府市が特段にいわゆる飛び抜けて支出をされているというふうな状況があってそういう結論にな

っているのかどうなのか、それが非常にわからないというところが１点。それからもしこれを特例的にせよ



これをおやりになった場合に市長がお考えのとおりに行財政改革の一端だということであれば当然その

先の市長さんのお給料もこれに見合った形で推移していくということが推測されるわけですけれども、そ

こまで踏み込んだ形でお考えになっているのかどうなのか、ここは市長ご自身にお伺いしないといけな

いとこですけれども私どもとしましてはそのあたりも疑問に思うところであります。 

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） 回答は。 

○委員（森田正嗣委員） お願いします。 

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。

○総務部長（濱本泰裕） 市長給料につきましては近隣の状況をみましても大体90万円前後というのが非

常に多ございます。福岡県内みますと、福岡市や北九州市を除きますとそんなに大差、差異のある市町

村ではございませんので大体90万円前後が一番適当な金額ではないかなと我々は考えております。 

それとこれがいつまでかということですけれども、今回特例条例として提案させていただいておりまし

て、期日につきましては現市長のまずは 1 期目の任期、この期間で限定をさせていただいております。

ですから当然その期日が来ればこの条例は廃止になるというふうに考えております。 

      以上です。 

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。他にございませんか。 

本人に聞くしかないような政策に、たとえば残りの部分をどう使うかというのは非常に関心が

あるとこだけど、我々議会でも２名減員にしたと。そしたらその分はどうなるのかというのはま

た違う問題ですたいね。ですからこの常任委員会には市長が、３役は出てこられないんですよね。

神武委員さんもそれこそ重々分かってあるけれども所管の問題であるから、２日目に質疑をする

わけですたいね、あそこで質疑をしていただいておればそこで一応本人から回答があるわけです

たいね。で、終わっとたんだけれども今日こういういないところでするっちゅうところで遠慮さ

れてあったんかもしれんけれども、ただ出てこないんだからそれに関しては質問されてよかった

と思いますし、それから委員さんそれぞれこの議案書を告示日にもらいますよね、その時点で内

容はわかるので一般質問、代表質問、個人質問で取り上げることもできるし、そういう形で聞い

ていただけるとより議論が、理解が進むんじゃないかなと思います。委員会というのは曖昧なと

ころもあるかもしれませんけれども、基本的には不明なところを確認するというふうな質疑が中

心になるわけですよね。１歩、２歩進んで余ったお金をどう使うかというのはまた少し違うふう

なことになっていくのでその辺のところは折々調整をしながら皆さんと一緒に進めていきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

それではよろしいでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） これで質疑を終わります。



これから討論を行います。

徳永委員。

○委員（徳永洋介委員） 市長が20万円近く、そうなると副市長の給与が多くなりますよね、まだ副

市長が決まってないのですけれども。普通社長とか部長とかなればパーセントが大体、そういう

ふうな流れに。今回市長だけが極端に20万円減らしてあとは変わらないということですかね。 

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。

○総務部長（濱本泰裕） 副市長の給料につきましては、まだ人事案件が提出されておりません。人

事案件を提出する際につきましては副市長の給料案件につきましても同時に提出をしたいという

ふうに考えてあるようでございます。ですから、その時点ではっきりさせたいと思っております。

人事案件を提出する際に一緒に副市長の給料につきましても条例の提案をさせていただきたいと

そういう方向で今検討されておるようでございますので。 

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） 徳永委員。

○委員（徳永洋介委員） 副市長が決定してからということになりますね。まだ決まってないんで。

副市長が決められて。で、話をして、そしてということですか。

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。

○総務部長（濱本泰裕） 今言われたとおり同時に 2つの案件を提出するような形で今検討をされておるよ

うでございます。

○委員長（門田直樹委員） 他よろしいですか。 

神武委員。

○委員（神武綾委員）  今の話は、副市長が決まったら副市長のお給料も下げるという予定にされ

ているということですか。市長の公約は自分の市長報酬を下げるということだったと思うんです

けど。そこら辺はどうなんですか。

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。

○総務部長（濱本泰裕） 今これはまだ検討段階でございますけど先ほど徳永議員も言われましたよ

うに市長の給料より副市長の給料が高いというのはいかがなものかというところはございます

のでそれは併せて検討をされているようでございます。

以上です。

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。他、もうありませんか。終わっていいですか。 

徳永委員。 

○委員（徳永洋介委員） 教育長の給与もですか。

○委員長（門田直樹委員） 総務部長。

○総務部長（濱本泰裕） 教育長の給料は現在のところ、68万 4,000円となっております。ですから



これにつきましては検討はされないというふうには伺っております。 

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。 

徳永委員。

○委員（徳永洋介委員） 何故70万円なのかが知りたい。下げればいいっていう問題ではないでしょ

う。何故かというのをもっと具体的に市長のほうから是非説明していただきたいなと。要望です

けど。今度お願いしたいなと思います。 

○委員長（門田直樹委員） 回答はいいですか。

○委員（徳永洋介委員） はい。いいです。

○委員長（門田直樹委員） 他にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） これで本当に質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

神武委員。 

○委員（神武綾委員） この特例条例については賛成なんですけれども、懸念しているところは、市

長以外の副市長、それから教育長は下げないという話になっているということでしたけども、副

市長に対しての報酬を削減するということは市長がこれまで言ってきてあった公約に反すると

までは言いませんけれども市長自身の報酬を下げるということだけが公約だったと思いますの

でそこの部分はもう一度検討していただきたい、というか、下げない方向で副市長は副市長の案

件として考えていただきたいということを要望としていただきたいと思います。

○委員長（門田直樹委員） 他にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員）これで討論を終わります。 

採決を行います。議案第50号について原案のとおり可決することに賛成の方は挙手願います。 

（少数挙手） 

○委員長（門田直樹委員） 少数挙手です。 

よって議案第50号は否決すべきものと決定いたしました。 

〈原案否決   賛成２名  反対３名  午前10時 33分〉 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

日程第５  議案第５２号 平成27年度太宰府市一般会計補正予算（第２号）について

○委員長（門田直樹委員） 日程第３、議案５２号平成27年度太宰府市一般会計補正予算第２号につ

いての当委員会所管分を議題とします。 

お諮りします。 



審査の都合上、歳出から審査を行いたいと思います。また、補正の補足説明において、関連と

して同時に説明したほうがわかりやすい歳入の補正項目については、併せて説明をお願いしたい

と思いますが、これにご異議はありませんか。 

                 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（門田直樹委員） 異議なしと認め、お諮りしたとおり決定しました。   

それでは、歳出の審査に入ります。 

補正予算書の12、13ページをお開きください。 

２款１項７目、普通財産管理費及び関連する補正項目について、併せて説明をお願いします。 

管財課長。 

○管財課長（寺崎嘉典） それでは991普通財産管理費12節役務費、不動産鑑定料32万 4千円並び

に13節委託料、公有地測量委託料55万円についてご説明いたします。 

普通財産管理費の不動産鑑定料及び公有地測量委託料につきましては、どちらも旧五条保育所

の跡地を売却するための費用でございます。旧五条保育所の所在地は、太宰府市五条一丁目3250

番 1及び3251番 6、合計面積は707.36平方メートル、約210坪でございます。 

続きまして、関連する歳入についてご説明させていただきます。 

恐れ入りますが、補正予算書８ページ、９ぺージをお開き下さい。 

上から大きな２段目になりますが、16款２項１目不動産売払収入１土地売払代金6,300万円に

ついてご説明いたします。不動産売払収入の土地売払代金 6,300 万円につきましては、今申し上

げました旧五条保育所跡地の売払い代金でございます。跡地の面積約210坪に、坪当たり価格30

万円で計算し、計上させていただいております。 

説明は以上です。よろしくご審議賜りますようお願いいたします。

○委員長（門田直樹委員） これらについて、質疑はありませんか。 

長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） この旧五条保育所の跡地の売却に向けた測量ですよね、まだ売れてはな

いんですよね。

○委員長（門田直樹委員） 管財課長。

○管財課長（寺崎嘉典） はいそうです。今からです。

○委員（長谷川公成委員） わかりました。ありがとうございました。 

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。他にございませんか。

森田委員。

○委員（森田正嗣委員） 坪単価 30 万円というのを今私初めて知ったもんですからあのあたり単価

的に 30 万円ぐらいになるのかなというふうに思っておりますが、いかがでございましょうか。

教えてください。 



○委員長（門田直樹委員） 管財課長。

○管財課長（寺崎嘉典） ちょっと30万円は高いかな思っております。概算で上げさせていただいて

おります。昨年観世音寺1丁目で同じく250坪ほど管財課のほうで売却した実績が坪29万円ほど

でしたのでもしかしたらちょっとそれよりも安いのかもしれませんが、鑑定をいたしましてそれ

で金額をきちんとはじいて一般競争入札という形で公募でさせていただきたいと思っております。

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。他にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。

同ページ、２款１項９目、財政調整基金費について説明をお願いします。 

   経営企画課課長。 

○経営企画課長（山浦剛志）  ２款１項９目細目330財政調整基金費25節積立金4,568万６千円に

ついてご説明を申し上げます。 

これは今後の起債の償還に充てる財源といたしまして減債基金に積み立てるものでございます。 

財源についてですが、本年４月にオープンしましたごじょう保育所、子育て支援センターの用

地購入の財源に起債を充てておりましたことから、先ほど管財課長が申しあげました旧五条保育

所用地の売却代金から、売却に伴って生じる既存建物の解体、不動産鑑定、土地測量等の諸費用

を除いた全額を充てるものでございます。 

説明は以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

同ページ、２款２項１目、総合企画推進費について説明をお願いします。 

経営企画課課長。 

○経営企画課長（山浦剛志） ２款２項１目細目990総合企画推進費11節消耗品費23万 8,000円につ

いてご説明申し上げます。 

本年 10月で九州国立博物館が開館から 10周年を迎えます。九博があるまちとして、この節目

の年をお祝いするための幟などを作成し、各種イベントなどでＰＲをしていこうと考えておりま

す。 

財源といたしましては、後ほど、歳入のところでご説明いたしますが、財政調整資金繰入金を

充てるようにしております。 

説明は以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

長谷川副委員長。



○副委員長（長谷川公成委員） 九国博10周年ということで、お祝いイベント的な感じなんでしょう

けど時期はいつごろ考えてありますか。

○委員長（門田直樹委員） 経営企画課長。

○経営企画課長（山浦剛志） 時期的には予算が可決されましたらその予算を使いまして早速作成作

業に入りたいと思います。そして色々なイベント等がありましたらそういうところに持ち込みま

して市民の皆様にもお知らせをすると。忘れていらっしゃる方もいらっしゃるかもしれませんの

で。そういうことでお知らせとかをしていきたいなと思っております。

○委員長（門田直樹委員） 長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） あまり大きな額ではないのでＰＲするのは大変だと思いますけどしっか

りＰＲしていただいてたくさん来ていただけるようにがんばっていただきたいと思います。

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） 他にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

    同ページ、２款２項３目、友好都市関係費について説明をお願いします。 

   総務課長。 

〇総務課長（石田宏二） それでは、２款総務費２項企画費３目交流費301友好都市関係費125万2,000

円の補正予算についてご説明いたします。 

平成 27 年度は、友好都市を締結いたしておりおます宮城県多賀城市と友好都市を締結して 10

年の節目の年にあたります。10周年記念事業の内容につきましては多賀城市の担当者と協議を行

ったところ、今回は式典形式とはいたしませず、現在両市で実施している市民向けイベントにお

いて、紹介ブースの拡大、両市民への周知といたしまして、友好都市締結10周年記念の共同ＰＲ

ポスターの作成、次代を担う子どもたちの相互訪問を行うところで計画することといたしており

ます。 

今回の補正予算ですが、まず12節役務費、配送料の5万 5,000円ですが、これにつきましては、

多賀城跡あやめまつりに太宰府市ブースを出展するにあたりまして、梅ヶ枝餅の実演販売用の鉄

板や材料、あと木うそ絵付け体験のグッズなどの配送料を計上いたしておるところでございます。 

続きまして、14 節使用料及び賃借料の自動車借上料 19 万 7,000 円につきましては、多賀城市

へ先ほど申しましたけれども次代を担う子供たちの相互訪問というのを計画をしておりますので

その際の貸切バス借上料を計上いたしているところでございます。 

次に、19節負担金、補助及び交付金、姉妹・友好都市交流団体補助金100万円につきましては、

これも先ほどからお話ししておりますように子どもたちの相互訪問という形の部分の旅費の一部

を補助金として交付するものであり、一人当たり4万円の25人分を計上いたしておるところでご



ざいます。 

説明は、以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

森田委員。

○委員（森田正嗣委員） お尋ねいたします。自動車借り上げ料ですけれども、19万円7,000円とい

うことですが参加される方は 25 人ということですけれども、借り上げ台数が何台なのか、おそ

らくついて行かれる方が子どもさんだけではないような気がいたしますけれどもそのあたりは

いかがでございましょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 総務課長。

○総務課長（石田宏二） 借り上げ台数は大体１台を予定しているんですけれども２日間ないし３日

間になろうかと思いますが、仙台空港から多賀城市へ行く分とまた多賀城市内の中を視察する分

のバスの借り上げ料ということで計上いたしているところでございます。今２日になるか３日に

なるかを今向こうの相手方のほうと詰めておるところでございますので、これは３日分の最大値

というようなことで考えていただければよろしいかと思います。 

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。他にございませんか。 

神武委員。

○委員（神武綾委員） 子供たちの相互交流ということですけれどもこの25人というのは一般公募さ

れるのか、どこかの団体に依頼されるのかどのようにお考えでしょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 総務課長。

○総務課長（石田宏二） 今例えばジュニアリーダースの子どもたちでありますとか青少年育成市民

の会のほうに呼びかけたりして公募するのかというところを内部協議を行っている段階でござ

いましてまだ決定はしておりませんけれども今申し上げたような形で進めていきたいというふ

うに考えております。

以上です。

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。 

長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） これは時期的には先ほどと一緒でこの補正予算が通りましたらおそらく

７月１日ぐらいから動き出すと思うんですが、大体時期的には夏休み辺りを考えておられますか。 

○委員長（門田直樹委員） 総務課長。

○総務課長（石田宏二） 時期的には向こうからの訪問団が市民政庁まつりに来られる予定となって

おります。その後の 10 月か 11 月ぐらいを今のところ視野に検討いたしているところでございま

す。 



○委員（長谷川公成委員） ありがとうございます。

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。他にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

16ページ、17ページをお開きください。 

９款１項２目、消防団関係費及び関連する補正項目について併せて説明をお願いします。 

防災安全課長。 

〇防災安全課長（齋藤実貴男）９款１項２目 070 消防団関係費、８節報償費、消防団退職報償金 122

万 6,000円の増についてご説明いたします。 

当初予算編成時は、部長職及び班長職経験者で10年以上 15年未満を基準として20名の退職者

を想定し、566 万円を計上しておりましたが、昨年度末の退職者は、退職金の算定の基礎となる

勤務年数が高くなり結果支払総額が 688 万 6,000 円となり、122 万 6,000 円の不足が見込まれる

ことになりました。この不足額は、全額消防団員等公務災害補償等共済基金から繰入がございま

すので、関連がございますので、補正予算書９ぺージをご覧ください。下の段になりますが 20

款４項１目消防費雑入に同額を計上いたしております。 

以上、説明を終わります。 

○委員長（門田直樹委員） これらについて質疑はありませんか。

長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） 消防団員のみなさん日頃から活動してくださって本当に感謝していると

ころなんですが、退職者が増えてたとえば定員割れとかなっている分団とかはないんですか。あ

るとは思うのですけれども、今後どのように増やすように努力をしていかないといけないと思う

ので、どう考えてあるか教えてください。

○委員長（門田直樹委員） 防災安全課長。

○消防防災課長（齋藤実貴男） ４月１日現在で太宰府市の消防団員の定員が 250 名になっておりま

す。団員につきましては247 名ということで３名の欠員が生じております。団によっては１名な

いし、２名程度の欠員が生じておりますのでこの欠員につきましては日頃消防団活動等を通すと

か職場関係とか色々な人間関係を通して消防団の勧誘にそれぞれ各団の部長を中心に行っている

ところでございます。今後ともこの努力は続けていきたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

   同ページ、10款１項２目、学校教育運営費について説明をお願いします。 



   学校教育課長。 

〇学校教育課長（森木清二） 10 款１項２目細目150、８節報償費講師謝礼 110 万円についてご説明

いたします。平成27年度学力向上推進事業として市立全小中学校に対して実施する事業費であり

ます。具体的に申しますと各学校で定期的に行われるテスト前に自学ではテスト勉強が難しい子

どもへの支援を行い、また、通常の授業で理解度が難しいと思われる内容の学習の際、授業で支

援する教育支援員を活用するなどして学力向上を目指すものでございます。また、学校によりま

しては放課後寺子屋事業などで宿題を学校で行わせ、その支援を行う支援員を活用して学力向上

を目指すものでございます。 

   なお、支援員一人当たりの単価につきましては、日額1,100円として、１学校当たり10万円で

延べ90回の支援が可能となります。 

説明は以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

神武委員。

○委員（神武綾委員） １校 10万円とおっしゃっていましたけれどもこれは小中学校 11校というこ

とでしょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 学校教育課長。

○学校教育課長（森木清二） 各学校10万円の合計110万円でございます。 

○委員長（門田直樹委員） 神武委員。

○委員（神武綾委員） 1校あたり今何名配置されているんでしょうか。

○委員長（門田直樹委員） 学校教育課長。

○学校教育課長（森木清二） 学校によりましてこの予算の使い方が色々ございましてたとえば、最

初申しましたように一人1,100円で 10万円ですので、最大で 90回の支援ができます。複数の支

援員を学校でみられるとすれば回数は減りますけれども支援員の数は例えば５人でやるとかある

いは1人で90回やるとか色々な使い方がございます。それは各学校で考えていただくような形を

とるような予定でございます。 

以上です。 

○委員長（門田直樹委員） 神武委員。

○委員（神武綾委員） はい、わかりました。地元なんですけれども、今国分小学校は放課後に寺子

屋をされていると思うんですけれども、保護者の方が来られて 1回あたり1,100 円というような

形でされていると思うんですが、そのことでしょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 学校教育課長。

○学校教育課長（森木清二） そうですね。その支援員というのは保護者であったり、学生さんであ

ったり、それは各学校のほうで決めていただくような形を取ろうと思っております。



○委員長（門田直樹委員） 神武委員。

○委員（神武綾委員） ということは、教員免許とかを持っていなくてもボランティアもＯＫという

ことでしょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 教育部長。 

○教育部長（堀田徹） 色々な事業がございまして国分小学校がやっている寺子屋事業は県の事業で

昨年やっている分でございます。ここでご提案申し上げております事業につきましては新規の事

業で各学校 10万円で11校で110万円という予算でございまして、県の事業は継続して行われる

分についてはそのまま引き続きやっていきますけれども、市といたしまして子どもたちの学力を

とにかくつけていかないかんと言うことで学習支援をしてもらえるようなそういうボランティア

を募って、そして学校の状況に応じて派遣をしていこうというような事業でございます。従いま

して、1,100 円の報酬でございますので保護者等も含めまして学習支援のボランティアと、大学

生等も入っていただける分については入っていただくと。市の校長会のほうにはすでにこういっ

た事業をしていくというふうに話はしておりますけれどもこの 6月の補正予算が通りましたら、

具体的に学校の状況に応じてどれだけの学習支援が必要かというのを把握したうえでこれから配

置をしていきたいとそういう事業でございます。 

○委員長（門田直樹委員） 神武委員。

○委員（神武綾委員） 今伺った国分小学校の寺子屋事業は、とても好評で、指導に行っているほう

のお母さんたちも良かったっておっしゃってましたし、通っているお子さんの保護者もとても助

かるというようなことをおっしゃっていましたので是非この事業は広げていきたいと思うんで

すけれども。今なかなか塾に行けない子とかもいらっしゃると思いますのでそこら辺をきちんと

吟味しながらお願いしたいなというふうに思います。

○委員長（門田直樹委員） 回答は。 

○委員（神武綾委員） 要りません。 

○委員長（門田直樹委員） 長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） 新規事業ということでちょっと違ってたらいいですけど、サマースクー

ルとは全然関連はないんですか。 

○委員長（門田直樹委員） 教育部長。 

○教育部長（堀田徹） サマースクールというのが各学校で色々なやり方をしてやっておるんですが、

今議員さんがおっしゃっているのは夏休みに子供たちを学校に集めて勉強させるとかそういっ

た取り組みだろうと思いますが。サマースクールにつきましては基本的に学校の教員が中心にな

って進めている分だろうと思います。そこに学校として学習支援のボランティアが必要という要

望が上がってくればそこの部分について派遣しても、そういう取り扱いをしても構わないという

ふうに思っております。



○委員長（門田直樹委員） 長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） そのスタッフを集めるのはまずは市の教育委員会、それとも各小学校中

学校が単体で集められるのか、教えてください。

○委員長（門田直樹委員） 教育部長。 

○教育部長（堀田徹） そこら辺につきましても、学校で集められる分があればそちらも十分活用し

ていただいて、どうしても不足する分、足りない分については、キャンパスネットワーク会議と

いうのがございますので近隣の大学の学生さん等にも呼びかけをいたしまして足りない分につ

いてはできるだけ教育委員会も支援をしていきたいというふうに思っております。

○委員長（門田直樹委員） いいですか。

○委員（長谷川公成委員） いいです。

○委員長（門田直樹委員） 徳永委員。

○委員（徳永洋介委員） 対象の児童生徒、どういう支援の仕方、個別的な指導なのか、全体を、そ

れは学校に任せるということですか。 

○委員長（門田直樹委員） 教育部長。

○教育部長（堀田徹） おっしゃるとおりでございます。学校の実態とか状況に応じまして考えてい

きたいと。

○委員長（門田直樹委員） いいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

同ページ、10款２項１目、小学校管理運営費及び18、19ページ 10款３項 1目、中学校管理運

営費について併せて説明をお願いします。 

   学校教育課長。 

○学校教育課長（森木清二） 先ほど説明をいたしましたすぐ下の11節の需用費の分を説明いたしま

す。10 款１項２目、細目 150、11 節需用費印刷製本費 33 万 9,000 円についてご説明申し上げま

す。 

  太宰府市コミュニティ・スクール推進の手引きにつきましては、平成25年度に、太宰府市の

コミュニティ・スクール推進の基本的な考え及びコミュニティ・スクール推進のポイントを 20

ページに整理いたしまして、市校長会と各学校運営協議会には学校教育課の方で自主印刷、製本

して配付しております。市立全小中学校には、デジタルデータで配信をして、各学校で印刷、製

本して全教職員へ配付しております。 

その後、各学校のコミュニティ・スクールの推進体制が整い、平成27年度は、市立全小中学校

に学校運営協議会を設置して、市指定コミュニティ・スクールを指定して、全市を挙げてコミュ

ニティ・スクールが本格始動します。 



    今後、平成 27年度と平成 28年度を小中連携を活かした中学校ブロックコミュニティ・スクー

ルの推進への準備、試行、移行期間といたしまして、平成29年度をめどに、全市立小中学校で中

学校ブロックコミュニティ・スクールとしてのスタートをめざしています。 

    そのため、今年７月には改訂太宰府市コミュニティ・スクール推進の手引きを製本いたしまし

て、市立小中学校全職員、学校運営協議会、自治協議会等にも配付をし、中学校ブロックコミュ

ニティ・スクールの推進構想や推進のための具体的な在り方について周知を図るとともに、今年

８月開催予定のコミュニティ・スクール夏季研修会におきましてもぜひ活用したいと考えており

ます。 

     なお、改訂版の手引きにつきましては、55ページ程度でカラー印刷、総冊数550部を予定して

おります。配付先は、市内小中学校全教職員に貸与、学校運営協議会、自治協議会等に配付をす

る予定でございます。 

説明は以上でございます。

○委員長（門田直樹委員） 10 款２項１目の説明もお願いいたします。 

では、今の11節 339万円について質疑はありませんか。 

神武委員。

○委員（神武綾委員） 今説明の中に小中学校一貫で進める事業がありましたか。今聞き取れなかっ

たのでなんとかブロック協議会とおっしゃったと思ったんですけれども。正式名称すみませんお

願いします。

○委員長（門田直樹委員） 学校教育課長。

○学校教育課長（森木清二） 市内の市立小中学校で中学校ブロックコミュニティ・スクールとして

スタートを目指しております。中学校ブロックコミュニティ・スクールがその名称でございます。

以上です。

○委員長（門田直樹委員） よろしいですか。

それでは、10款２項１目の説明をお願いします。 

   学校教育課長。

〇学校教育課長（森木清二） 補正予算書 16、17 ページと合わせまして次のページの 18、19 ページ

関連しますので併せて説明いたします。どちらも 11 節の需用費どちらも光熱水費小学校で 402

万円、中学校費光熱水費173万円でございます。 

   まず、エアコンの稼働期間等設置内容につきましては、夏期を夏の間を９月、冬期を12月から

２月ただし冬休み期間は除いて、空調運転時間を１日あたり６時間、１ヶ月あたり20日間と仮定

して算出をしております。 

   次に空調の熱源でございますが、効率性、経済性、地球温暖化への影響に配慮いたしまして、

都市ガスを優先し、また、都市ガスを熱源とすることが困難な学校につきましてはプロパンガス



を採用します。 

    さらに空調熱源の検討をもとに試算をいたしますと、空調用電気料金、ガス料金から１教室当

たりの光熱水費は都市ガスで、１教室当たり2万8,000円、プロパンガスで3万 3,000円になり

ます。 

これに導入計画想定教室数、都市ガスですと小学校で120教室、中学校で50教室、プロパンガ

スですと小学校で20教室、中学校で10教室、それぞれかけますと、小学校で合計で402万円、

中学校で173万円となります。 

説明は以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これらについて質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（門田直樹委員） それでは、11時 15分まで休憩します。 

休 憩 午前11時 01分 

～～～～～～○～～～～～～

再 開 午前11時 15分 

○委員長（門田直樹委員） 進みます。

   同ページ、10款２項１目、小学校施設整備費及び18、19ページ10款３項１目、中学校施設整

備費及び関連する補正項目について併せて説明をお願いします。 

   社会教育課長。 

〇社会教育課長（中山和彦） 16ページ及び17ページをご覧ください。 

10 款教育費２項小学校費１目学校管理費細目 151 小学校施設整備費 13 節委託料 1,400 万円に

ついてご説明申し上げます。 

現在国分小学校では、平成25年度より児童増に伴い仮設教室として、プレハブの建物で対応し

ているところです。しかしながら、今後も児童数増が見込まれるため、平成28年度に校舎の増築

を計画しております。そのための設計を行うものです。 

次に、10 款教育費２項小学校費１目学校管理費細目 151 小学校施設整備費 15 節工事請負費 2

億 9,750 万円についてご説明申し上げます。18 ページ及び 19 ページの細目 151 中学校施設整備

費15節工事請負費１億2,750万円につきましても、関連がございますので合わせましてご説明申

し上げます。 

近年の地球温暖化に伴う異常高温が続く夏期の気象状況や、PM2.5 の飛来等、環境や大気汚染

の状況を踏まえ、児童、生徒のより快適な学習環境づくりや健康の観点から、太宰府市内の小中

学校の普通教室にエアコンを整備するものです。 

なお、エアコン設置数といたしましては、小学校７校140教室、中学校４校60教室の合計200

教室で基本的には普通教室で計画しているところです。 



関連がございますので歳入につきましても合わせましてご説明させていただきます。10ページ、

11 ページをご覧ください。表の下段 21 款市債１項市債５目教育費でございます。これにつきま

しては小中学校エアコン設置工事の財源といたしまして中学校施設事業債を9,890 万円、小学校

施設事業債を2億 3,090万円充当いたしております。 

あわせまして４ページも関連がございますのでご説明させていただきます。４ページの第３表

でございます。地方債の補正の追加をあげさせていただいております。起債の目的としましては

中学校施設整備事業債、限度額9,890万円、小学校施設整備事業債、限度額2億 3,090万円とい

うことでございます。 

説明は以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これらについて質疑はありませんか。

長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） エアコンなのですけれども夏場はよくわかるんですよ。きちんとやっぱ

り何年にもわたって毎日毎日温度を調べて、大体平均気温を出してもらってると思うんですけど、

冬場、暖房も当然これは、冷房だけじゃなくて暖房も一応ついたエアコンということで認識して

よろしいですか。

○委員長（門田直樹委員） 社会教育課長。

○社会教育課長（中山和彦） これにつきましては冷暖房ということで認識していただいて構いませ

ん。

○委員長（門田直樹委員） 長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） 冬場の寒いときに暖房が稼働するっていうようなこともあるってわけで

すよね。その調査等はされてますか。 

○委員長（門田直樹委員） 総務部理事兼公共施設整備課長。 

○総務部理事兼公共施設整備課長（原口信行） 一応当然冬場に使うかどうかというような、エアコン

をつけなくちゃいけないという前提のもとに、基本的には夏場の温暖化というのが基本なんです

けれども、それ以外の時期でも空調をつける希望もやはり出てくると思うんですね、学校により

ましては。そこら辺はどういう時期でどういう気温の時に稼働させようというようなことは、今

予算計上させていただいておりますけど基本的に統一的な見解を基に出して運用計画というもの

を策定させていただきたいというふうに考えております。

以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） 長谷川委員。

○委員（長谷川公成委員） 他市の、先日エアコン整備についてというのをいただいて運用計画は、

夏場のことしか書いてなかったので、当市はできたら冬場の方も。夏暑ければ冬は寒くなるとい

うような最近の気候状況もありますので、そういうところもきちんと整備していただいたらなと



思っております。

これは要望ですので、よろしくお願いします。

○委員長（門田直樹委員） 他にございませんか。 

神武委員。

○委員（神武綾委員） このエアコン設置の財源なのですけど小学校に関しては市債が２億円、それ

から中学校については9,890万円、１億円近く市債の方で組んであるんですけれども、これは公

共施設整備基金とかそういうところを崩して使うというようなことはできなかったのでしょう

か。すみません、芦刈市長が市債を抑えていきたいというようなことをおっしゃっていましたの

で、この分が外れる分があるのかなというふうに思いまして、そういうお話はされていましたで

しょうか。そこんところも含めてお願いします。 

○委員長（門田直樹委員） 経営企画課長。

○経営企画課長（山浦剛志） 今神武議員がおっしゃいました公共施設整備基金につきましてはさま

ざまな公共施設が老朽化をしてきております。計画を立てましてそういったところの改修等に

今使っているような状況でございますので、今言いましたこれだけの金額を一度にそちらの方

に充ててしまいますと今度現在建って運用している公共施設の方の改修の方がままならなくな

るということで、むしろこのこういった空調設備で作るときに起債、優良起債にもなりますん

で、交付税対応とかもございますので少しでもそういったメリットをいかしながらしていった

ほうがいいのではないかということでこういうふうな措置をしております。

    以上でございます。

○委員長（門田直樹委員） いいですか。他にありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

18ページ、19ページをお開きください。10款４項２目子ども会関係費について説明をお願い

します。 

    社会教育課長。 

〇社会教育課長（中山和彦） すみません、中学校施設整備の方で中学校の設計監理の説明をさせて

いただいてよろしいでしょうか。

○委員長（門田直樹委員） どうぞ。

○社会教育課長（中山和彦） 18 ページ 19ページ 10款教育費３項中学校費１目学校管理費細目151

中学校施設整備費13節委託料470万円についてご説明申し上げます。中学校施設整備費の委託料

は、平成28年度に計画しております太宰府中学校大規模改造工事のための設計費470万円でござ

います。本年に引き続き太宰府中学校、職員室があります管理棟の２階３階を改修するものです。 

説明は以上でございます。 



○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 進みます。 

それでは、子ども会関係費をお願いします。

○社会教育課長（中山和彦） 18ページ及び19ページをご覧ください。 

10款教育費４項社会教育費２目青少年教育費細目141子ども会関係費15節工事請負費300万円に

ついてご説明申し上げます。 

この臨時工事につきましては、通称市民の森キャンプ場におけるプレハブ倉庫の設置工事に 

なります。現在、キャンプ場の備品等倉庫が老朽化していることから、プレハブの建物を建築す

るものです。 

なお、この工事の設計は、平成26年度に発注しておりまして、本会議において事故繰越しの報

告をさせていただいているものです。 

説明は以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

神武委員。

○委員（神武綾委員） 臨時工事費は市民の森の備品倉庫設置ということだったんですけれども、市

民の森については農林水産費の方に市民の森の維持管理費とかがあがっているんですけれども、

項目が子ども会であげるのはどうなのかなと思ったのですけれども、子ども会の倉庫になるのか、

そうであればここかなと思いますけど、その点いかがでしょうか。

○委員長（門田直樹委員） 社会教育課長。

○社会教育課長（中山和彦） この倉庫につきましては社会教育課が管理しております青少年のため

のキャンプ使用のための倉庫になりますのでこの社会教育関係費の方からあげさせていただい

ております。

以上です。

○委員長（門田直樹委員） 長谷川委員。

○委員（長谷川公成委員） 市民の森キャンプ場について、過去数年ぐらい前にイノシシがよく出る

からあまり使用できないというふうに聞き及んでいたんですが、今現在どんな状況でしょうか。 

○委員長（門田直樹委員） 社会教育課長。 

〇社会教育課長（中山和彦） やはり、キャンプ場につきましてはイノシシが出る恐れもありますの

で今、日中の使用に限定させて利用を促しているところでございます。

以上です。

○委員長（門田直樹委員） いいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）



○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

   同ページ、10款４項５目、中央公民館管理運営費について説明をお願いします。 

   中央公民館長兼市民図書館長。 

〇中央公民館長兼市民図書館長（木村幸代志） 10 款４項５目細目 130 中央公民館管理運営費 15 節

工事請負費150万円について、ご説明させていただきます。 

この補正予算は、プラムカルコア太宰府、いわゆる中央公民館の1階に、市民図書館の方への

入口がございますが、その図書館入口の扉を自動ドアに切り替えるためのものです。 

駐車場側から図書館に入ろうとしますと、まず自動ドアがあります。そこを通過しますと右手

に階段、エレベーターがありまして、それからもう一つ図書館に入るのに扉がございます。今現

在両開きの扉になっておりますがこの両開きの扉を自動ドアに替えるものでございます。 

ご存じのとおり、太宰府市も高齢化をしておりまして年配の方、身体がご不自由な方も結構い

らっしゃっております。本を抱えて扉を開けるのにも一苦労をされてあるような光景も見受けら

れます。また若いお母さん方がベビーカーを押して出入りされる姿も見受けられます。そういっ

たことから、バリアフリーの一環ということで今回補正予算を計上しまして工事を行う予定とし

ております。 

 以上でございます。

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

長谷川副委員長。

○委員（長谷川公成委員） 非常に良いことだと思います。私も子どもたちを連れて行くんですけれ

ども、非常に助かります。ありがとうございます。それで、自動ドア改修工事はいいんですけれ

ども入り口は、１階はあそこのみのような認識があるんですけれども、もし工事改修中は別の入

り口とかを使用されますか。 

○委員長（門田直樹委員） 中央公民館長兼市民図書館長。 

〇中央公民館長兼市民図書館長（木村幸代志） 図書館への入り口についてはあそこ１箇所のみです。

工事につきましては一応おおむね 1 日ないし 2日で終わる予定ということで考えておりますので

休館日等を利用して臨時休館等はしない予定でございます。

○委員（長谷川公成委員） わかりました。ありがとうございます。

○委員長（門田直樹委員） よいですか。他にございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

同ページ、10款４項７目、史跡地管理事業費について説明をお願いします。 

〇文化財課長（菊武良一） 続きまして10款４項７目細目281史跡地管理事業費274万 4,000円につ

きまして、ご説明申しあげます。 



ご承知のとおり本市には、８つの国指定史跡を抱えておりますけれども、以前から文化庁より

史跡の保存管理計画を策定するよう指導を受けてまいりました。 

今年度につきましては、この８つの大宰府関連史跡全体の保存管理方針を策定する費用といた

しまして、補正をお願いするものでございます。 

なお、方針策定にあたりましては、既存の史跡対策委員会によりまして原案を策定する予定で

ございます。 

説明は、以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 同ページ、10 款４項７目、大宰府跡等整備事業費について説明をお願

いします。 

〇文化財課長（菊武良一） 続きまして、細目 283 大宰府跡等整備事業費 336 万 9,000 円につきまし

て、ご説明申しあげます。 

今回、補正をいたします内容につきましては、先ほど、議案第 47 号にてご説明申しあげまし

たとおり、５人の委員により構成を予定いたしております大宰府跡推定客館地区整備検討委員会

設置に関します費用と客館跡の整備に向けた活用構想を策定いたします費用をお願いするもので

ございます。 

説明は、以上でございます。

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

 20 ページ、21 ページをお開きください。10 款４項８目、日本遺産育成関係費及び関連する補

正項目について併せて説明をお願いします。 

    文化財課長。 

〇文化財課長（菊武良一） 議員の皆様方、お手元にカラー刷りの写真付きの資料を配布させてい

ただいておろうかと思いますが、補正予算を説明させていただく前に、あらかじめ門田委員長

より許可をいただいておりましたので、お手元の方に今回本市が日本遺産の申請を行った際の

申請書の写しを配付させていただいております。それでは、その概要を説明させていただきた

いと存じます。 

大宰府政庁跡を中心とした地域は、古代から東アジアとの外交、軍事拠点であり、1300 年経

過した現在でも、その価値が史跡という形で守られております。 

太宰府市では、大宰府政庁とその周辺景観は当時の面影を残し、宗教施設や碁盤の目の地割

跡などは、現在もなお、それが体感できる場所であるとのストーリーで説明をさせていただき



まして、そのストーリーを構成する大宰府跡をはじめ水城跡など19の有形無形の構成文化財を

示し、日本遺産のタイトルといたしまして古代日本の西の都、東アジアとの交流拠点というこ

とで、文化庁に申請を昨年度末行いました。この度４月24日に、めでたく日本遺産として認定

を受けることができました。 

今回は、全国から 83件の申請がなされ、そのうち全国で 18件の日本遺産が認定を受けたわ

けでありますけれども、文化庁といたしましては、2020 年東京オリンピックまでの間に 100 件

程度の日本遺産を認定するというふうな予定でございます。 

今回新たな制度として創設されましたこの日本遺産は、従来の文化財保存を優先とする支援

から、地域の文化財を一体的に活用する取組への支援となっております。 

そのため、太宰府市としましても、今回パッケージ化しましたこの19の文化財群を一体的に

ＰＲすることによりまして、地域のブランド化を促進し、観光振興や地域の活性化につなげて

いきたいというふうに考えておるところでございます。 

お手元に配布させていただいております資料は先ほど申しましたとおり、３月に文化庁の方

に申請をした申請書の写しでございます。今概略を説明いたしましたとおり今回太宰府市から

は１ページ目のタイトルというところに古代日本の西の都、東アジアとの交流拠点というテー

マで日本遺産の申請をさせていただきました。そのストーリーの概要をその下に書いておりま

すが２ページにつきましては太宰府市の位置図を付けさせていただいております。続きまして

３ページにつきましては太宰府地図の中に先ほど言いました19の有形無形の文化財がこのよう

な配置で点在しておりますという風な地図を付けさせていただいております。すみません、ペ

ージ数は右の下の方にふっておりますのでご参照いただいております。続きまして４ページに

つきましては太宰府市の政庁を中心とした古代縦横約２キロメートル四方にまたがり、太宰府

条坊という区画があったということだそうで、私は見たことがありませんのでわかりませんが、

それを地図に落とした内容でございます。５ページ、６ページにつきましては先ほど言いまし

た西の都を語るうえで詳細に文化がどういうふうにつながってきたかとあとは先進文化の集積

がどのように大宰府に集積されたかというようなものを物語としてストーリー化したものを記

載させていただいております。７ページ、８ページ、９ページ、10 ページにつきましては西の

都を物語る 19 の有形無形の文化財のそれぞれの説明をさせていただいております。11 ページ、

12 ページ、13 ページ、14 ページ、15 ページ、16 ページまではその文化財群の写真を付けさせ

ていただいております。最後に17ページ、18ページにつきましは、今回日本遺産を申請するに

あたってこの日本遺産の認定を受けた場合将来的に太宰府市としてどのようなまちづくりにつ

なげていくかというようなものを現時点のイメージという形で本市が掲げております歴史とみ

どり豊かな文化のまちを実現するために地域の活性化として色々な取り組みを検討しておりま

すというような内容をお示ししまして文化庁のほうに申請をいたしましたところ、めでたく先



ほど言いましたように日本遺産の認定を受けたということでございます。 

日本遺産の説明については以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） 補正も。

〇文化財課長（菊武良一） はい。

○委員長（門田直樹委員） これらについて質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） いいですか。それでは次に歳入の審査に入ります。 

補正予算書８、９ページをお開きください。18款１項１目公共施設整備基金繰入金について説

明をお願いします。 

総務部理事兼公共施設整備課長。 

○総務部理事兼公共施設整備課長（原口信行） 18 款繰入金１項基金繰入金１目基金繰入金の１節

公共施設整備基金繰入金2,800 万円の補正について説明させていただきます。 

この基金は、歳出15ページを開けていただいてよろしいでしょうか。上から２段目説明のと

ころで20老人福祉センター管理運営費の中で2,800万円がございます。これは老人福祉センター

の空調及び給湯ボイラーを改修するものでございます。老朽化しているものでございます。これ

に充当するものでございます。 

以上でございます。

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

    同ページ、18款１項１目、財政調整資金繰入金について説明をお願いします。 

経営企画課課長 

○経営企画課長（山浦剛志） 18 款１項１目８ 節の財政調整資金繰入金１億2,682万 5,000 円につ

いて、ご説明を申しあげます。 

これにつきましては、今回の６月の補正財源調整といたしまして、財源調整資金を充てるもの

でございます。 

なお、平成26年度末の財政調整資金残高といたしましては、34億 3,878万 1,303円 となる予

定でございまして、６月補正充当後の残高は33億 2,483万 8,303円となる予定でございます。 

   以上で説明を終わります。

○委員長（門田直樹委員） これらについて質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 次に進みます。 

   同ページ、20款４項１目、総務費雑入について説明をお願いします。 



   経営企画課課長。 

○経営企画課長（山浦剛志） 20款４項１目１節雑入の総務費雑入240万円についてご説明申し上げ

ます。 

これにつきましては、一般財団法人自治総合センターから、宝くじの社会貢献広報事業の一環

として助成金が交付されるものでございます。 

なお、この分につきましては総務文教委員会の直接の所管ではございませんが、補正予算書12、

13ページをお開きください。２款２項５目地域づくり推進費、細目311地域コミュニティ推進費

19節一般コミュニティ助成事業交付金に充当するものでございます。 

以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） これについて質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） それでは当委員会所管分の補正全般について質疑もれはありませんか。

   文化財課長。

〇文化財課長（菊武良一） すみません、先ほど日本遺産の制度について説明をさせていただいたん

ですけれども補正をお願いしております 2,000 万円につきましてはまだ説明をさせていただいて

おりませんので可決をいただく前に説明をさせていただいてよろしゅうございますでしょうか。 

○委員長（門田直樹委員） どうぞ。

〇文化財課長（菊武良一） それでは補正予算書 20、21 ページをご覧いただきたいと存じます。10

款 4項 8目細目285 日本遺産育成関係費2,000万円につきまして、ご説明いたします。 

  今回、認定を受けました日本遺産を今後積極的に活用するため、情報発信、人材育成事業とい

たしまして、多言語ホームページの作成を行い、国内外に広く太宰府市の日本遺産を発信してい

きたいというふうに考えております。 

   また、多言語ガイドブックを作成し、公共施設や公共交通機関に配布するとともに、まち歩き

のガイドボランティアの方々へ対し、このガイドブックを活用した研修を予定させていただいて

おります。 

   さらに、普及啓発事業といたしまして、日本遺産キッズワークショップと題しまして古都の光

の事業に併せて実施したいというふうに考えております。 

   以上のような事業を実施するための費用として、補正をお願いするものでございます。 

   なお、歳入といたしまして、補正予算書８ページ、９ページをお開きいただきたいと存じます。

14款２項５目３節日本遺産魅力発信推進事業費といたしまして、歳出と同額の2,000万円を計上

いたしております。 

   説明は、以上でございます。 

○委員長（門田直樹委員） 今の説明に対して質疑はありませんか。



（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） それでは当委員会所管分の補正全般について質疑もれはありませんか？

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 以上で本案に対する説明、質疑は終わりました。

次に討論を行います。討論はありませんか？

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） これで討論は終わります。 

採決を行います。議案第52号の当委員会所管分について原案のとおり可決することに賛成の方

は挙手願いします。 

（全員挙手）

○委員長（門田直樹委員） 全員挙手です。

したがって議案第 52 号の当委員会所管分については原案のとおり可決すべきものと決定しま

した。 

        〈原案可決   賛成５名  反対０名  午前11時 39分〉

～～～～～～○～～～～～～

○委員長（門田直樹委員） これから全体の意見交換を行います。ご意見はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） これで意見交換を終わります。

以上で当委員会に審査付託されました案件の審査は全て終了いたしました。

 ここでお諮りします。本会議における委員会の審査内容と結果の報告及び閉会中の委員派遣承

認要求書の提出につきましては、委員長に一任願いたいと思いますが、これにご異議はありませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（門田直樹委員） 異議なしと認め委員会の審査内容と結果の報告、委員派遣承認要求書の

提出につきましては委員長に一任とすることに決定いたしました。

これをもちまして総務文教常任委員会を閉会致します。

閉 会 午前11時40分 

～～～～～～○～～～～～～ 



太宰府市議会委員会条例第 27 条により、上記のとおり総務文教常任委員会の会議次第を書記
に記録させ、その内容が正確であることを証するためここに署名する。

平成２７年８月２４日 

              総務文教常任委員会 委員長  門田 直樹 


